
山地の林中に生え、茎は高さ40-70cmになり分枝しない。茎葉は2-3枚で大きく、小葉は卵形または狭卵形

で長さ4-10cm、ときに3裂し、鋭尖頭で、不ぞろいの粗く鋭い鋸歯がある。葉質は薄く、脈上に細い毛があ

る。5-6月頃、茎頂に短い総状花序を出す。花は白色。

多くの標本が採られているが、最近は確認されることが
ほとんどなくなった。シカの採食による影響により激減
している可能性がある。2020年版でCランクから変更B

ランクに変更した。

シカの採食による被害の抑制が重要である。

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：丸岡道行

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、佐用町、養父市、香美町、新温泉町

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キンポウゲ科

兵庫県ランク…ルイヨウショウマ
環境省ランク… －Actaea  asiatica  H.Hara


